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物 理 化 學 丈 献 集

(諭交題 目直後の括弧内鼓字は賁,..曇印f3本 誌 に抄壕済のもめ)

物 質 構 造 論

旅 子 物 理 孳,.3.)L'ク トル,X線,

放 射 論 」 繕 晶 化 畢,、 立 鱧 化 學 等

Ber.1)tSeh.chem.Ges.i67(置9.54)・

Krihituuschl〈.、 、㌦.}㌔1し}キ 曾喀r購ヒコA.,ラtiン.効 果 と梅

造 の 問 題 〔Y〕 β.ケ ト酸 工.Aテ ル の ケ ト.tノ.ル 互

唖 異 偉.(07ti);

Comp㌻..!oonf量.,ig8(1954>

Canal5E・ ・'1]'e∫iotlt,二 三 の 純 粋 物 質 の 螢 光 .(IPfi2)・

G:t瞳ier.Cしet1〈icerttR"牛 の 謄 汁 の 分 光 學 的 研 究

(20窒6).

D}es+mder.sH・ ・ 源 干 構 成 の 電 子 及 電 子 瓔 と分 子 ス ペ ク

ト#rと の 簡 單 に し て 一 般 的 な 關 係.(20訂}.

!L'rrihE..jE,負 β 繍xペ ク1・ ル の 非 對 稱 性,Neutrinfi

或 は .E㎎ ㎝ の 本 聚 の 質 量(2086}.

.CurleI・ ・JoliotF;etI'reis"'erkI㌔ 中 性 于 の 術 突 に よら
つ τ 生 す る放 射 性元 棄;放 射 能 性 の 新型(2089).

TrlllritJ;LJ・.etMote1H・ ・ゴ ム に よ る電 子媼 折(214了).

IT・・n・a・・t・..70bo-SO〔 戚1こ 於 け 磁 素 の 撚 に就 τ

【Llat)・ 『

1'y猫"Z占:etShiロ ー1'iasvC..Rbの 吸 收 スペ ク トルに

封 す.る電 場 の 影纈嬖(Zllj6).

N'tewodniezanskiH・7磁 氣 双 栂 性 輻 射 の 撚 め 責驗 的

謹 明.(2亅59)・

4cL蹴1・ ・H"電 于廻 折 に よ.る4臭 免 及4沃 化P¢n・

taeTl'th.Tlteの 自.由分 子 の構 遮 決定..`22庵)・

Al}onncneI.・ イtン の 反磁 性(2237).

・GredyB・ ・ア 勺 ヂ レ ン化 ヱ ー テ ル酸 儒 物 の 研 究(225{)`

Cbmpt.・ ・nd,',.lee(1934:)・

TstechL.1蜘chにetLacrou亀eP..臭 棄の 火 花 の 一 次

ス ペ ク トルの 分析(41),

IinucfiardJ・ ・濃 度 の 隼 朋 に.よ る二三;有 色物 質溶 液 の螢1

光 能 滅 少 に封 す δ枯 度 ㊧ 彰 響(43)・
.M
αψd一}leTZ.erlG・・ 結 合 の.iネ ル ギ ー,中 性 子.の質 ・最

∫'及 療 子 の 藁 合 に鶴 τ(4s)..

.蹴 鱗5♂W・MりU-Rn及Thの 放 射 能 族 に於 け ろ 結

.合 エ ネ ル ギ ー(46) ・

厂

M・・t,i・.・M.,utftww .M}:よ るア セ.ト.シ雕 のX..線 的

研 究(旃)・

Ycn"rt,耗 學 元 素 の 同位 元 絮 鼓 の 舶1u切 ㏄.に 批 τ:

(62)・

1.喧・L"xL・ 頑賦 ペ ン タ ン誘 導 澱 内 に 於 け 乙 ニチ.レン結

倉 の特 性 振 動 數 に針 す る禰 々の 墓 の影 響(66)・

1TttTszfiロkietetNVTepc;)ergA..S.amariUnの 放射能 性 に

就 τ(133).'

Ind...Ehg.Che皿 軸26(1954)・

llibbenJ・H・9ラ マ ン効 果(646)・

じre)・.H・・ホ 棄 同位 元 棄 の意 義(803)・ .ロ
」.A皿.Che皿.Soe。t56(19茜4)・

Dwy町E1}■&MlellorD・1㍉ 角四 相 跨 療 子 價Pa・P巳 及.

Ni化 合 物 の 立 裾 化 學 に 就 τ(15δ1)・

」.Chem.Phys.,2(19S4)・

Mu聴e箪R・s.・coの 電 無 能 鵄 赤 外 ス ペ ク トル 及 び

其 構 造 に 就 て(40〔})・

Lang頭hA.,S.erensetLJ・U.N1"ielsenJ・R・ ・CS=の

ラ マyス ペ ク ト ル(402)・

St"arnA.E..LindslぐyC.Il.・k.EyrihgII"分 子 の 對

蔕 性 とS㏄ 臆匸a【E屮c3寉ionのke血c電iOl鑒 〔1〕(410).

],コ旺o【1:Ng・C)s:AgAuCia及Cs:.NuAILCtc,.O)結 驫 構 曳筐.と

受 磁 掌(419)・

Spodding「.H・&YsultingG・CH品 状 のKCt(蘇)」)ユ ・

12耳:Oの 吸 敢 線 ス ペ ク.ト ル(4!1)・

IVilsonJr・E・ 亅L・或 る 多 原 子 分 子 の 正 規 飆 のDeg㎝e・

racy・ 選 楊 律 及 び 其 他 の 性 貿(432)・

」,Phy5.Che皿.,3ε(嘘934);'

MlllidmNV.α,CdS沈 瀬 の 色 と綣 晶 構 造(797)・

Natu;e,旦33(t939)・

H註rk溢W.P.&GansD,M.,'N【 ・u一(hpture'に 佐 る

原 子 破 壞(799)・

】lcrm4」.D,、CrowfolltDら.:Nustbury.W.T.&Lomax

R・・締 品 ペ プ シ ンのX緯 窩 眞(791)・ 齒

1]ri・・.Ji・N .,,Af9・nのT・'系x線 斌 ク トル`;於.け る.

光 學 的 水 準 の 蓬 移(79δ).

1'「・'1・t."'.&H"lthcnll・ ・ ナ 膩 昌ei水 靴 物 の 駆
.

ベ ク トル に 於 け る 同 位 元 素 効 果(796〕 ・
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「o'.丈 献 筆.
唱 叩`「 甲....}躍 「 『'.'一 宀 一'　 {.『 曜 .'～ 一

.R輛n・..tL .L・ き.担 ・な 鯒 の 贓 の熱 侮 瀬 鍛W紬 ・an・N.&LimblirgH:,xta=t.ntV一 の畭

A・(隅)・ 國:計 的 雌(ltg4)1
.

Gamow{㍉ 原 子核 の異性 膿?(833)・ 師leyV,A.&S`)mlheτ ▼McJ・M・,NO分 子 内 に於 け

Hcitt・・W群1劉llα ・q及 びo,の 正 規 状 魍 源 縄 子 の9動(T16:,)・

.
子 慨 の 理 論(8ど13)・NV:lkeIL∫..放 射 能 物 質 の 原.子 内 に 於 け る核 變 化

『atoh馬.窒 牝 ペ リ.9.ウ亠の 燐 光(ε37)・(1176)・t一

恥wlerR・:IL・ ・原 子 漬(BbS)・Phy8.ROVp,45(.1 .9S4ン

柳.1"・ ・"';,,c・雕 鰾 とKの 問US(鵬 ・.F鰰 脚 刪1〈 帯 躰 鞠 のmasg9(667)・
Alichanow.A.J.レAlich叩hnA.J.&Dvhelcpow1StS・,.Kaplat)j"活 性 窒 素 と極 光 ス ペ ク トル(671)・

.肛 的 轍 射 ⑳ 一糎.(872),1・aplanJ.一2Sの 新 緜(…)・ ,

ご㎏rkC.HLD・lMorse法 則 の 簡單 な る改 頁(873)・It?lumleyH・ ∫・・臭 素 の 螢 光i.;於 け る同 位元 素 効 巣 と

著 者 な し,重 い ホ(88D・ 淆 光 作 用(67S)・

恥mlE・ ・原播 鋼 肚 の溝 の蝋 の可能(tt98)・;WllsonJ・ 恥 ・梺繭 正六触 型のペンゼ〃肝 の

.S加wC・.IP・.&East.woed.E・,ア ル ヂ ヒ ドの 吸 攻 ス ペ ク1正 焼 振 勁 樣 式 と 螟 動 敷(706)・

ト ル(908)「UamowG・ ・負 プ ロ ト.ソ と核 構 造 .(728).

EpsteinH・ 醇5teinerW・,液 盤 及 び 同 股 の 吋 ソ ゼ ン とF㎜ 哺L}・K・,軍 水 素.とX糠 吸 牧(731)・

HI .め.ラ.マ.ン ス ペ ク ト.ル(9】0)・ 、lBenderD.,N20の ラ マ ン廻 榑 ス ペ ク トル 〔732)」

Alicliant
,,"'A・ ∫・・Alichani:nA・Jr&DzoipowB.S.,,蓍"'txxlK.W.,な 水 蘿 氣 の ラ マ ン ス ペ ク トル(732}・

ロ

放 射 能 性 窒 素 よb.排 崗せ る阻 電 于 の エt'■tギ ー ス ペlCrawlbn1三 ・H・ 奪ShupcliffW・ 真・・CSの 分 于 ス'メ ク

外 ・..画 ・i・ …6① ・・

GttnG,E,&5!ncfa匸lnneA.,二 原 子 砒 素 の 吸 敢 攴 ぺ 組myG'M'&Wat50nM'C"gtl{イ オ ンの 儒 ス ベ

ク.ト ル(晦)・ クF…(871)・

tl・n.berg:9;.,P・ … 隠Spi・k・ 」.・ 鷹,嚇 外 唹Str・ ㎎ ∫二,Hα 齣 棚 韓 λ 妙 トル(877).

け る重 ア セ.テ レ ン の 帶(9δ1)・KaplanJ・s窮 獣 の 新 倦 系 一 補1韋 及 訂 配(S98}・

T『瞰mlgr,中.性 于.と プ 卩 ト ン間 のexchn㎎eforce及 びi.≡1し 副 ・c;.ltl.ec"lagfarla]leA.、.源 于 砒 素 の 吸 收 λ ぺ

F副 呶 論 醐.ら ・・(黝.

lu甲㎜k{レD・ ・中性 子 とブ ロ トン閭 のtEMt98り.ilramlc)'it・ ・炭 素 を衝撃 目的 物 とせ る・放射 能(9置,2)・

BaneTji.A・C・ ・核 構 造,丁 線 崩 墺 及 び 膨 脹 す る 宇 宙.FunyW・1.L&`♪Pl)enheimerJ・R・ ・隣電 子 理 論 の 制 限

(9S4)・ に就 て(O・03)..'

GaydonG.、CO!のaftergIow(9S4)。.Kuriel;,凡D..中 性 干 に依 る.薪崩壊 篠 式(AM)・

・・e・・le…&.C・b・ ・nK.・..・gSの 吸 牧:・ ・:・ ・.'V(9,8b).iPr。e.R。y.S・c.匚A】,145、(ltt34).

耳atロrwi舘 。,22〔19S4). ..TaylorW;H.,珪 酸 ア ル ミ昌 ウムの格 子 構 造 の 本性 及

Fleischmann.R・,人 工 的放 射 能元 棄 のT糠(431).び 性 質(Sl,).・

恥 騨 ・A・ 唄 如k鰍1α ・ ド朴.i)e・ ・アe11・ ・is"'..U.Nlio・'q・at:.v.,ThCの ・4・粒 干gea

レ ン.(465)・ 一'山 α 帳 到 麟 の 繍 颱 の瑚r(2晦..・

Kijch… 瓦 硼 棄 の ・・yyeASへ のPt換`4t・).NVi:so・H二 ・N.,・,β及o'1"rtaの ・・t・…Y一(447> .

?hil・Mqgr;〔6〕 卩.(1啣 ・NVIii(idin:,{pulR・ ・as子 餤 ・ よつ て 趨 臨 嘶 纏
"iatagh;nt'}・1 .高 温 に於 て 輻 射 と季 衡 せ る 腸 電 子 及 び 電1に 就 τ(462)・ ・

子 の 統 訂 學.(910)・IWItiddingtonR・&t「a)'】or∫ ・E・THe・Ne及.Arに 於
　 　コ

、嘸 唖 腫 棚 臓 ぴ贓1二旗(1023)・ ける桷 度の糎 性的辭 鯛 麟 〉

↑ilbmsonJ・J・ ・二 樋 のHs(1025)・Trans.Farad.Soc.,50(195e)・

iR・m・luibhenR・ ・L異 な るxxWhl
一こ釦 掲 水 の ・v'vt」 ・odeveJ."'..Evhyl}S'itTat。,:・Etb)'1N・i・ ・{t・及Ni・ …

効 果(1n$).Ietl・ ・ntrの 吸 取 λ べ 外 ル(:ooa)・

一(文 献 集)一一
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物 理 化 学 の 進 歩Val、8Na.3.(1934))`

[.文 献.集.IL .
一7一 プー.一"皿!}'..一 ■A.げ.」

,

Z.Elektcoohe皿.940(issa).

¥larA.II・,有 機 分 子 及 分 于 集 合 盤 の 立 膣 購 造(A13)・

.畢こnhlrnu30hK・R:F.,ラ マ..ンス・ベ ク トル と 冫角「機4ヒ 學

(429)・

jieckc.R.,G義05wei既P.眦.、'iedingo"箇 單 な る 炭 化

灘 嚇幾 灘 驚 決定働
.1'n[emer¥[.,二 戒 分有 磯 液 體 混 合 物 の 紫 外吸 取 に.就τ

(493)・

GTimmii.Q"簡 早 な化 合 物 の週 期 律 に於 け る ー ネル

ギ ー論 的 關 係 ヒδ22)・

Ba「tholane£ ・LL.ClnsiusK・ ・重 水 蒸 氣 の 赤 外 ス ペ.ク ト.

ル .(u'Y9)・

LintlEりHarder.¥・ 巳』Danlhl:1.・Li・¥9及liのOxyd'

Sロ1匠d・Selenid及"1'e旦1ロridの 格 于 構 逍(uR9)..

Z,Phyaik,89(1934).

Schae(erCIり?lawsciF.u・wir量ZK・ ・珪 酸 鹽 類 の 赤 外

線 反 射 ス ペ ク トル(210>

1{論 繼
、16ぴ糠 け刪 及灘 醐

FukasL・u・ しe際S・ ・ 膏 人 の 蹟丈 「:¥llI分 子 の解 離

び にIhggcr氏 及rviCitterl氏 の 此 の 蹟交iこ 就 て の

意見 に對 す る 回 筈(256)・

lickl..しll.wittoK.,E.1'cnttiの 艶 夊 「P.放 射線 の.圧哩

論 に関 す ろ試 み 」 に對 す る私 見(gJry)・

Z.Phyaik,Chem,[A],189(1934).

..、 智}、 、州 嗣 」　 一'醒 一臓

P聴τ1;sG・ti・&.LightD・W・,有 機 佳 合 物 の 熱 的 鼓 蜜

.

.〔圓 〕.n一「1'et削1㏄m】e.及 .1Iydroxybeaz`レicA6id.の 比 熱
.及

エ ン ト"ピ ー ・ ニ ヨ のBe卿1111位 置 異 橘 艘 死}相 對

1的 自 由 エ ネ ル ギ ー(】X17),

J・cobsC・ 」・sr・ ・k・G・ti.・ 有 機 化 合 抛 無 的 孅 ㊥

男糊 賑 窪轡 ニツトロビ・及餉 邑客
J,chim.phys.,ai(isas).
.

Skaul?.T..,繊 飴 物 備 魁 物 勵 性 恥 瓣 度

の槙 摯 と しτ の 融 點 附近 下 に於 け る圃髏 比 熱(366)・

J・Che皿 。Phya.,2.(1934:).

亅ゆbn5ωロII・L&.T.migE・A・ ・箇 畢 な る.瓦斯 の 熱 容 蹴.

曲編 〔、1〕重 水 素分 「F及Peロ[cri晦Hydrideの 鶏 磚

熱 容且 曲 線 喧水 素 の'{ラ 及 オル 哩 指1・:泙簿

1・r-r馴3'及1.田 のxnrn}。K迄 の 自 由 ・』ネJLギ ー,全 ‡.

ネル ギ ー.エ ン トロ ピ ー,熱 容 量 及解 離(389)・

ParksG.S。S;TQddS。S.,液 駄 鬲 トロベ シゼ ンの 二 三

の熱 容 量 數埴:;同 索醴 の留 め られ ぬ 事.(440`)・

瀦 響 鴬!i騾1、儺 棲嬾 。。究

1〔 、1〕琥 珀 酸 の 研 究(〒17)・

機 ・.ぺ・:1・噌 の蟻 飾 及 鰰 測 定 」 鎚 加 識IJe皿i㎎sw・H・sRlxle「h1.F..,14囗 ㎜ 及 エチ ル ー
.テル貔 鼠の比 熱(7・17) ・

H獣esyG.v..n,.PaLI¥].,稀 土 類 の放 身‡能 に就 て

(14ア)・

Z・phy8沚 【・Chem.匚B】,26(19E9)・

tipsrei・1S-n,titeiner、 、「・・低 愬 二於 げ る ラマ.ン効 果 の

測 定(131)・

lainickeR.,の 著 酬 剛 して 碇 桐 鰯 飆 子

償(璽 色 團)(15!り.

ilfoytL.5・&SL哩 ・lllallh.・PbTrx.ガ 確 成 ・'舳

K謙:ら鷲 ワ贈 し驚 灘9野 究1
・・㎎ 伽醐 働

Sネ ル ギ ー(a3)・

R'ardH・1叫 ナ フ 〃 レ ンの 融 解 潜 熱 及 理 想 溶 解 度(7111)・

Nature,i33(is3a).

1.wnnanf'.G・&q..uggenLeimlζ ・・、・,生 命 の 活 動 性 と

熟 力 學 第 二法 則 〔H6U)・

.lcons∫ ・.生 命 の 活 動 性 と熱 力 學 の 第 二 法 則(Anti)・ ・
I

Rec.t皿V.53(1939)・

Jam¢rF・M・Jl-ceatirra、 、㌦.み・・ 高温 に於 け る固盤比

.熱 の 糲 密 測 定 て ヤ艮〕V・Rb・ 恥 及 藁lbの 比 熱 く6i7)..・

Jae(;erFLM・aVctinstra .W・ ・㌧・高 温 に於 け る固體 比

・熱 の 構 密 測 定 〔n〕T .rの 熟 肚計 的 攀 動(Eli).

化學熱力學,熱 化學

Compt,rend.,tsa<is34).

PerteuJ・ ・微 弱邁 鮑 禰 溜 液 に 於 け る 水 化 肇 の 季飼 画析 出

嬢 に毅 て.(48冫

」。」㎞.σheplgSOC.,56(1939)・

'1'
:autzM・u・.1dcrli・,驩 素 の分 解 熱(10{)・

Z.EI。 ㎞ 。。。h,m.,4。 醐).

JaueckeI㍉ 有 機 化 合 物 の 燃 燒熱 及 生成 熱 とその 組 成

1とu/pp臼 臣(壷62).
l

Closiusli・u.Rartholum・E・ ・ 正の 及n
,分 干 の 廻 搏し

比 熟 とD原 子 の 核 旋 向(b29)・

IZ・physik・Ch。 叫 【A],189(1934). .
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物 理 化 学 の 進 歩VQI、.8Na.3.(1934)).

73 夊

Streak}[・ ・M翡C廴N1鳬(CH3)α.・XH{(コ ほ3)3CL践(C正 ㌔}4

「 .ご聖6木 溶液 の .高度稀 郡 の 稀 隙 ,.+::5。Cの 婚 合.

(熱 化 學 的 研 究.〔Yi.71〕).(isり ・

}ktkerG.u.Ro匚1皇W,A..硫 黄の 有 機 化 合物 の燃撓 勲

訣 定 に.就て(Y78)・

Z;phyeik.Chem..(B7,zsQe3e).

Ilaxh・ ワ ⊂1…S呻 爵L・N,分 于の 解 肆 熱 蹴 て σ)・

一

n
ill

集
…;

●

iH町yC.R.&Trnl:insH.0㌧.ぺ.ン ゼ.ン 浦嘯霞σ}氷!貼

…(鋤.

民鰤F・ILn液 頼 の 双 極 子 能 琳(cnr),

」・Phy8・Chem・ ・38(1939)・

.Sutton'1㌧ 〔:・笆.lhnleniLL・ ・昌 卜Pゲ リ{:り:〆0〕 藜…

.面 張 力:と 分 子 容(iiA》 ・

1Pst町e,133(1!34)・

.v
.9㍉ 双 概 と そ の 言嬲(8〔 吐)..

生19 質

枯度・表流張力・捷光度・分子屈折,

磁嘉的性質1透 電恒歎・釈極子能難藍,

分于審7分 子跫及原子最等

Ber.Dtech.chem.Gea.,s7(is3a).

IkrgW・1㍉ 吸 蔽 虱 斯 に 依 るBlのplaslicily〔83]).

㎞r翼,α&Lユ ロ5i瞭w・D・,繍 維 素 の 分 子 最(β7〔 り・

恥 ㎎ 旧 ・n.、.。 漿 面 張 力(89.)・

1'liamlrenA・R・&.kola[LG・ ・旋 光 能 峯(9N)・

Es【emn叩1・ 並SicmO・ ・t丿+の 磯 氣 能 李(91旦).

R磁 鴫x.,金 轟 畢 緩 島 の 強 さ ρ12)・

s・k㎝d、L、 天黷 及び鰔 の高度並合牝合輌の枋紹N血rwi88、.盟 画).

の 性 質 の 比 較(IR4b)・

Chem.Rev.w(193a).

W田iamsJ・W・ 邑CmlgL・C・ ・.漕 流 に 於 け る分 子 分 散

poi).

Co皿pt.re皿d.,塵98(.1939)・

Delsal∫ ・ ∫1μ・ 酒 石 酸 ゲ リ シ.昌 ウ ム の 嬉 光 訃 的 研 究

(_N170).

Vd量i㎎erl・:.cしDe藍onR..數 攤)有 色 物 質 の タト艶駐的『1生

質 に 就 て(2`,R1'),

Sthw・ ・b}1り 二 「モの 光 學 的 活 性 液 饐 の 電 氣 的 複 屈 折 力

め 轍 と貍軽白勺勇匪薈匕.(22畿 ≧)・

總h・ ・1…m・ ・lhdI・h。di・ ・1に 就 τ(2241)・

Comp亀.rond.,199(19狗 ・

GohonJ"sect.永 溶 液 の 變 化 に 於 て 生 す る 所 の 光 に

對 す る 揃 敵 能 及 枯 度 の 髪 化.(亅36)6

1nd.Eng.σhem.,26×1934).

ユ皿i1色o己 置':・R・・ 頁 斯 系 に於 け る 蟹 散 係 鼓(G8】)・

Ind.Eng..Chem.CAnal.EdJ,6(1934).

¥Villinugan>.E.A.,¥lclaucr¥¥'.H.,1+cnsi.e¥1.1:.S

]lcGmrR・V・ ・.石 油 生 成 物 の 粘 度(231)・

'J
.Am.Chem.500.,58(1934).

GdyQ.H・.'Kト 跡 系 の 糧 及 び 羅 氣 壓(143!>

SヒoΩP3"・N・, .雛 素 の 透 電 性(14'so)・

SCntCLanlG.S.1'rencix+S.5..水 溶 液 の 氷 黙.匸 田 〕 ・」チ

ル ア ル ・一 ル ・r>〉 シ ン 及 び そ れ ら.の 混 合 物p4ss1・

Rigier¥.E..FxlsiagIL'.A.kHxnze71.一R..dlethoz<_'

ロie[hc且E址}yμKeto既 ¢ の 槲1霊 …質.(1499)・

」,Chem,Soo,9(1839)・

ヒ
1-10nigesclimitlO・ ・Nb及Taの 厚 子 鍛1二 就 てL4Q3)・

R"winowi【schE.. .双 極 分 于(477).

正Ihil●Mag・ ・〔6〕}7.(1954).

Rfbl}ertsR・.W鴫"tallaceI-A・&PierceLT・.Cet`S〔)4}sI

溶 液 の 磁 携 旋 光 分 散 及 び 屈 折(9撮L
.
N'anrleck∫.1.1.亀1'ennc)'W.G・,ll,;'鹽 及 びFじ ○'`K
　
に於 ける常磁性旋光及び受磁攀の瑾詒(961)・

I
Nc糊moF・H・ ・X':Ctの 分 于 屈 新 攀(1072).
し

lI)nttaS・ ・常 磁 性t:vaす る研 究 〔夏〕・ 常磁 憐 鹽 類 ド於

i・dる △ 項 の 趙 源 に就 て(H60)・

Physik.z・,35(1gs4)・

lS・h伽H.肝 勧 細 二依癜 概 齢 のi聢

(螂).

}1,LffmatinF.u,Ti㎎w"1dしC・Ptの 凝 固 點(436).

'llerzogR
.(.}..Kudal11・u=・1'ersgliEl',液 燈 粘 度 に 於

け る 靜 電 場 の 影 饗(446)・

ProcLRo立.SOOr【A],匪45(塵954冫 」

BennetG≧M.虚Glmsstnne5り 二 三 芳 香 族 化 合 體 め 双

極 子 能$の 解 析(71)・

C{}sW・M・&"'olfendcnJ・H・,強 電 解 質 の 粘 度 め 示

差 法 に 俵 る測 定(45)・

Ho"'e]10..R.tkJackssn"'.,.石 炭 酸 一 水,石 漾 酸

一 〃 ク レ ゾ ー ル
,石 蚩 敢 一 ア.昌 リ ン及 び 石 炭

酸 一 一 パ ラ ト:ル イ ヂ イ ン混 合 液 の 透 電 恒 敬(539)・

.『ran5.Farad.Soe.,27(1954)・

・t・el・・klB.D.,二 成 爭 混 合 物 の 組 成 とMft(91S?)・

d;uelkeR..&FttasimbnsM,M"織 物 よ りの 尭 め 賦 折

に 對 す る 染 料 の 影 響 て512).

一(丈 款 集〉一
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物理イヒ学の進歩VQI、 SNo._3(1934)

7:S

2.E18ktioohem.,40U934).

.1'tntrclinger..H∵姑度 の 該 坦μ;.就τ(asp).

帖 度 の 精 密 測 定(446)・

LuwryTbM.、 ア ル デ ヒ ド及 ケ トンに言ミモナる旋 光 及 異

趺 廻 轉 分 散 の 鼓 生'曳イ応)..

「1CVOG,;.,.水 溶 液 に 於 け る透 電 憶 厳 測 定 の 有 機 化 學 方

面へ の.腰用(490).

M鮒 町E・7磁 鎮 化 學 とIlira.llalfnncel(542)・

Z,physik.Chem.[A].169(1934),

1川schiuskyG,Pご 硫 酸 及 び ・その 盥 化 物 のiV5/Stの 温 度

に佐 る變 化(269)・

Z・.phyait・Chem.【B】,46(is3a)・

G匸winds .M一 、・ロ・¥nmyanaswnmpB・N・ ・稀 獅 溶 液 の

力 法 に・俵 る.双極 干能庫 の 決 定(23>

+1:raaseA ..鐵 磁 性 とFe .(u・ 願)一 〇cpdの 構 造(68)・

1:eRckeoW・WPriceD・ ・ 稀 薄 瀞 液1;於 け る見 掛 けの

分 于 容 と分 于屈 折 に對 す る瀘 度 の闘 係(81)・

Fl'ibergS.,液 態 及氣 態 のfit水 素の 光 分散 の 桁 倣 に 就

τ(鵬)・

llcrerK・1.Lu・vande7wykA噂 高 緩 炭 化 水 耋縫溶 液 のIJ.Phy8勝.Chem・,38.(1934)・

電 氣 化 學

Compt.mend.,198(1934)・

P・κh卩nR・,閉 止 層 の 輝 池 に 就 て .(2{嚠)・

k㎝ 其A・・鍛 着 部 の 電 蕪 牝 學 的 魔 蝕の 決 定 の連 法 〔209δ1・

Se-rngedaumL.蔭 質 〆ル 中の 掻 散番 に對 す る電 流 の 影 .

響(HORS)・
'1'hon丼

・・ 他 の イオ ン◎Ef在 に 於 け る電 極 の 容 嚴 及 水

銀 の甓 氣 毛管 容 量(>i4s)・

.Compt..rend,.199(i .934)・

Jolibo』.1㍉・.稀薄 買斯 管 φ吝 音区に於 け る化 學 反 懸(s).

7Sallay11.,謬 質 の 存 在 に 於 け る電 解 に よ り立娠 な¥i.

1燬 絢 の改 愚(60)・

1'iandmtC:●・閉止獅 耀 撚 とEitsstein法 馴 叫[

J.Am.:Chem.SOC.,3fi(1934).

濃 厚 混 合 物の 博 導 度 〔ins:;)。

,矚 α 齢 ㏄"t舳 鑑・鱗 聴 の 焜 準飜(1524),

J.chim.:phy8.,31(1939)・

amV..・ 丿.ici及KCI間 砂鑞qtr(32δ 》.

々 ガ 司p鵬Ic凹soイICuア マ ル ガ 亠の 研究(3廊)・

● 凾

VanP.vssellxrghcP.CN・ ・[inkL,アnL9｢$f㈱ ガ

11C:vuhuliux、 ク ロム硫 酸 溶 液 に於 け るFeの 廻 期 的

1電 壓 鬮rに 就T(555).

TiaurF..u::Latlaixnu1、 二・酸 化'吻 讎 及 ア励.,, 、

幽 恥 志 灘 の 研 残i・鮒 る騏 電 池 ・Pけ マ1性Wi皿1瀧 皿lcr{ _就 質 鋤 、
I D「`.幽山 正い 苴・)電氣冶金蹴 τ 画) ・

一 α 献 集)一

一..「 一 ρ'.二 一 一 一r9一

r・・ndyber・k・e・t・b・U・{;・,ytShe`二 對t.磯 の 強 さの

1騨(,ca1).

Rer・d…"T・ 覗 像 劑 魄 元 電壓 ≒.潜像 の麺 に對 す る.

其 喉 饗性(7s3)・

1『at竃Lrwi88,22(置954)・

MiM]cr"『 ・1・・ 化 黝 不 働 態 の 瞰 笳 峨 て(柚 〉.
.

Phyeik.Z.,恚5(195り ・

itl,mkeILu.Hascli6E.。 交 番 電 携 に於 り る紹 隷 暦 の

　
1性 質 に就 て 〔414)・,

BcT』1亅亀"!川L・.Se絶 縁 唐 光 電池 の恒 鼓 に 關 す る問題 に

就 τ(452,・

Rml叩fE一.電 氣 計 に よる 測 定 に於 け る接 觸 霍 位 の彭 響

に就 τ(4了2、 ・

Proo.Roy.Soc.【A],14iU954)・ ・

Don言loffA.K.&Richardson().W.,化 學 作 用 の影 響

に よ る電 子 の 放 肉 〔のNaK.eに 對 す るClgBrrI,,

NOCl,Hα,Nρ 及COSの 作 用(18)・

TrartS,Farad.SOeり50(19S4)・

LengyelB・&"rumE・ ・ 化學 組成 に閑 聯 す る硝 予電 極

の畢 勘(妬 亅)・

に:蘓繍鷺1瀧憶器
氣 抵 抗(als)・

Z.Elektrochem..40(1954)。

Ma「sehakE・Stcrmno、St【,一`1;1`t'lj=kd}waC .一Fc-Ni含

金 の 電 解 析 出 の 岡 題 に 戟 て(訓 】).

:1:lalle・t'1.etiAitkの 脳(繃)(3畢)・

旨Grube一 「.;・皿・RauIl..、"熔 融 體i;於 げ るBil血 ㎎ 齡kじttL'

:及D・n/・ellk・tt・L:Mで(・952)・

Mnh・ld}L個 難 馳 の 軍 無 言酌 測 定 に 伎 るAgrの.S・1一

・1id .(Selenid・Teltarid}の 生 成 親 和 力 決 定 に 競 て(;U61》.

:Wa4meiC.,馳^醜 ∫歳 卿1,・ ⊂+S)の 電 動 に 就

τ(糧),

11`'ll"toeC・)'・ ・ ア.'レカ 魅 黻 唹 け 跚 融 髄

の 分 極 とZei重SAku,rの 影 響 ・.(36ti).

1,「{tsbbaChP・・熔 融 鹽 電 解 の理 騎 に競 τ(370) .
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2,phyeik.Chem.{A7,issUs84).

」1・』`ρ:・
、酸 艫 元 雉 壓 に對 す る.観qjFhe・ylhy・

drain.ロ1(onat一 晦 叩kliimio一(球 舩 ・皇一一di脚 一 》面i-

fonaf. ..系.に韓 で(1)・

Kissへr・ 興IUn2L沁 ㏄y'、 ・,濃 厚鹽 頬 濤 液 に於 け る 水

素 電 極 或 廣 α 鯨y自 …h覃 棚 鞠 す る測 定(31)・

飼 鵬 箱最内の電氣鱒 度及據激の理設に就TI

(1物9.

4愛 衡 論

化 璽 弔 衡,.相 律(状 態 鬪),

溶 液 絵(蒸 氣壓)等

¢9皿pちrずnd.,198(1啣,

棚 ・slax・ki:"7,et…p瞭LB・ 勦 酢 庫 飾

三 元 共 沸 混合 物 〔{こ6i㍉,q延H5PH・..}1鞏0)の 共 沸 點 の

變 移 に 就 τ(.'tea)・
'S
niM・simaski1、r二 元 共 沸 漉 合 物 の 撚 積 度 に就 τ

(2i8).

Compt.…rond鯛199.dg54)ビ .

加1ア 、し 驢ヒF'ce:M・ 」A・・謂 子 器 に 於:jる 籔 物 の 沈澱

(5η ・

擁 謙 欝ll面一
J・Am・.Che即 一Soo噂,56"S34)・

Cmckfor{IH・ .P・&Siml願 踟f順⇒.)軋L・Jr殉2661二 於 け る

(Nll{)蟲 【)4溶 液 中 り 硫 鮭 の 活 動 濃 度(艮3η.

ゐ

脚r町1㌃ 鱒 の 断 麟1解 惰 贈 脅躓 を以 賞 蹄 さ

れ た溶 該 の組 成 の 淋 算(U39)・

ifeston:砿`)」 、&1.1"11.N.1㍉ 氷錙 酸 .及他 の 溶 媒 に於 け

るE・ICI .の活動 濃 度(1462)・

¢fOckfuゴiall{.1).&D・uglass..T.厩,c〕 。及 単 。..に於 け る

PhenylaseticA・i・1の 硫 黄 誘 導 盤 の 電 離 恒 數G472)・

魅醜kruanI"・t;:&Kiipatrick.]L。 隊導 測 定 に 依 る安息

香 酸 の勲 力學 的 解 離 恒 數(1983).

tLieb}聖晒kγL}」・L、・・.1%加 水分 解 の 挙 鰍 琶駁 及 丿eの温 度

罐 鸞}ご臨_。 鞭..細 、
於 け る.Na.の 活 劼 濃 度(】.昌0δ).

一V・tter=、%・z・{9{)"rKff(:ttρ 、)一l!,o系 ぐ1509)・

∫ones.O喚]・laepk6trPmt"tlrb..とKBt..の 永 溶 液 に於 け

る2F衡(1517)・

Booth}1.5..&StnlweU..D.rSiHCIs(1529),

鰍 呱 臓s電ril剛"㌔b・Si鴫6癖 化(issq・

la・Chem.S。 軌,(1934)

R{雌nSonR・ ・、・&Sinclair .D・ん ・fJ[id酸 の 物 瑚 牝

學 扇 餅 究 〔v〕 蒸 氣 壓 直 定(〔 鯉)・

IJ.伽 。,Phys,,2..t.醐 、
F

Kirk宵og4玉6ゆZ詠 しc面n.に 對 す・4その 特 別 の 騰 用 を

}有 す.arc離 れナ、蹄 を持竕 子の溶齦 働.

1・騨 ・.M.&K職C忍 透 電殿 の魏 る撒 中

の 電 解 覧 に 就 て ζ:iS6).

CufeiuanJ.」.盈G。 ピ皿・nnnF,E・ 鳳 、¥"adlH・ff則

1の 適 度 の 反 則 性 の 理 蟄(39f) .

lM`瑚gomeryC・ 、覧.赴1:asselL.S・ ・SOの 自 由.エ ネ ル
1.ギ

ー とti.の 解 離 恒 數(417)・

CrislIミ ・】.1・&UalinG・A・ ・ 水 素.とHDOの 交 換 反 應

(4{").

I
J.P6ys.Cham.,38(ts3a).

H・n呪&.lanenW.]i.・ 溶 媒 と し で の 灘 ア ム モ ニ

1ア 〔1).25.Clこ 期 る黻 嘛 鰤(8① 】)
・

Ko皿oi{レZ,,67(量934).

K・ocLeFL・C・(OH)、 の 存 在}唹 け.る.F・(Cill')・及 他 の』鑞 驚 憲1∵

.K脚 ㏄hヒH..水 酸 化.ク ロ ー ム の 存在 に 於 け る 水 酸 化 纖

ix他 の 二.三 の 水 酸 化 物 の 苛 性 アn.ヵ り.中め ・rind.1111.

c質e,驢 渓 解 度 に 就 τ(37)・

Nature,,133ロ939),

Ingoldli..¥Lxomerismと1'aulon… τr臨m.(sds).・

Natnrmies.,22,(1934)

ArUllR..を 昆晶をiiiる二種のゼ;有機物あ溶融φ申留{436}・

Physik.Z..35`)934)・

Trautz¥1… ムd・田 ・・ 麒 點1;期 る蛬 鯲 雛 笈

とO從 屬 闘 係 匠二就 ▼i'(498)●

'1'arscAiscLI
… 融 跳 再 縞 晶 黙 及多 形 邁 移 畢 の粤 玲1三

闘する試み(489)・

丁燃F・ 飢Srr・ ・.SO(」g54)・

C:aiH】ece・W」 ・E!hyl¥iUate,ε ヒhdNiIriu2及Ni【 τo・

Le宦hxneの 蒸 氣壓(50ユ)・

Z.a腿Org..σhe皿.,418(苴934)・

:K・itschewsky=1.u.Ianamo、tskp〕 り 三 成 分・混 合 物 め 無

相 の 組 成 の 計 算(49)・

一.(丈 猷 集)一
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Tammnnnf.・.u・Morilz{漏 融 解 曲 線 の 経 過 に就 て(60)・

.6itrle【㍉ 噛 イ オ ン渡 度 の一 決 定 法 及 .r,(〔.,H)2解 離

'の 決 定.に對 す る其應 用(】17)
・

"/.imowoN・ ・ZrO三一おio2系.の 融 解 圜(19:i)・

llullerA・.均 一酸 の構 造及 其酸 陵 鷹 の 溶 媒 に よ る.影響

(=10).

Z.Elektrochem..40(1934).

]fonLcimJ・ ・:擁金 屬 二 楹系 の分 子 ペ ルチ エ熱(375),

HalAan}L覧u.1くort琶mG.,中 位 の強 さの有 機 酸 の解

離 に 對 す る10曜hk瓢fteの 影 響(iO3)・

1澀 寧 あ・ 高 度 稀 薄 水 溶 液 に於 け る二 三 の 有機 イ オ ン

の 特 性 的擧 動 二就 て(憩 η ・

Z.Physik.,Bs(1934).

Cab盻rab.u,FahlcnbrachH.1漆 液 に就}ナ るK∫ とフk

との 棺 瓦作 用 の磁 氣 的 研 究(166}・

Z.physik.Chem.CA7,X89(is3s).

e

D卩】ejsek、らetRemejcnv5A・ ・二 種 の相 蓮 ぜ る.輻射 線

め 同時 作 用 に 俵 乙寫 興 反螺 に就 τ(20箪i)・

.CharrionA・etTa1ULeS・ 」空 無 中 の 作用 に依 .る.昌卜.ロ

i!v・ 一 ズ膜 の線 状 變 形(2161).

(Snnlaric.A・ 多礁 物 質 中1唹 骼 隈 溶 確 の上 昇 の

機 構.(224η ・

Ind.Eng.Chem.,2s(is3a).

1(isUerS.5,&Csldae]亅[ .A.f;..シ リカ エ ロ ゲルめ熱 傳

導 度(658).

¥4ilinms.LR.ξjawhsnnC.人.1油 脂 硬 化 に於 け る

¥i擔 體 として'の珪 酸 黒(800)・

J.Am.Chem.Soc.,59U95a).

Tjeni乱r:・,破 子上 の 水 銀 薄 膜(1549)・

J,shim.phys.,31(1934).

130uelA.,中 性 鹽 の 濃厚 溶 液 中 に 於 り る,血 清輩 自 の.

溶 解 度 に開 す る貸 驗 的 研 究(301).

R・linj….L.n.lvauUl・ 鮒K,Cy・1・11・ … 、獣 態 曲 面IVei】J.,.ゼ ラチ ン内部 へ の 二 三 の電 解 質 の擴 散(407):

に就 で(20)..

Br6n瓢ed.」 ・N.,霞 乾2乏壟 基 の 理 霊侖並 こ,:;こP匙1ξり皇yヒ量容毒巣

の 理 諭 く52)・

FricAeR.乢 ・、ckennannr.,2F衡 値 と しτ の 分 解 壓 測

定 に 就 て.(特 に 水 加 酸 化 物 に 關 し て)(15'_')。

HnnsvvchA.,強 酸 の 酸性 度 とその 決 定 法 に就 て(工89)・

laiamnH:,Aminium一 及SiLIIe而 議mi・Lionの 解 離 恒 皴

.及其 の.相互 作 用(207),

」陰Ghβm.Soc●,(1939)」

Meted三E,B?&S[nneV・ ・ 郷 媒 の .エ ネル ギ ー.諸 〔厘 〕

水 素 添 加 操 作 の 毒 性 係 數 の 其 後 の 研 究(672).

J.Phコ8.Chem.,38(1934)・

Uiclcwnndw・H・&Framrj・C・.Wr高 温 酸 化 の 觸 楳

(ass).

1'nRickR'・.A・&!Alanll.・W・,シ リ カ ウ'ル 中 の 電 解 質1

の 擴 散(771)・

+$aaa'aky玉.あ,水 溶 液 の 反 應 に於 け る 容積 變 化 の 一 …HildehrandF.C・RSanmiC.li..凝 固 速 摩 〔17自 胴.　
般 的 特 性 亡305)・.「

Bt6nstedJLN・,De]1)amcoA.u..Tevbnrg-Tensenん ・.水

に 非 ざ る溶 媒 に 於 け るStt"re一}aseD'F血k電i`b"・1.m鹽[

ICtes。1に 於 け る比 色 法 的 研 究(361).I
I

作 用 とゾル の 純 度(304)・

Hepp缸dS.£.p"'ighbnnnE.P.& .QuirkR.F.,寓 眞

感 度 の渇 度 係 數 〔1〕 低 濫 と.染色 ハ.nNン 牝銀 の 臼

然 亘E駈こ光 學 白毎敏 感 度(817).

R。lns、 。。、k。N.9.u.ILuliku.直S.齣 せ ざ る 二 種ISe}'mourli・Af.,Jartar皿d.14V「iyhtl:.A.・ べ ・ ゼ

の 液 相 へ の クAル 錯 酸 の 分 配 〔4u41).

Z:phyeik.Chem.[B],29(1934).

.Sh
ansl:il.N.u.KoischtwR.,小 結 驫 粒 子 梺 衡 の 機

構 に 就 て(100》r

(minisごh2wR・.し 黽.5【τa口ski匸 ・N"同 上1(ua).

界 面 化 學

觸媒,吸 管,修 質,寫 眞牝學等

Compt.rend.,

4aletにSポ,

(2076)一

腫98(重939).

冩期 蜘 感騨 する聯 の鞠

ン 冖油 酸 ソー ダ溶 液 界.面 に於 け.る吸 着 の 研 究($34)・

Kolloid■Beih尋,39(1934)・

lHifttigG.}㍉ 活性ZロOの 構 邉決 定 の 方 法.と經 過 に就

1て(277)・　
陣nemnL町 ・Bu囗9じロbergdeJong職&一:1。d・
der血anR,S..T,、 親 水 膠 質 に 就 τ 〔XXXゴkOSterva・

tionに 就 τ 〔1〕 ゼ ラ チ ン ゾ ル
.の 簡 單 な るkoazerva一.

しion(334)曹

SamecM・&KnopL・ ・ 植 物 蠶 膠 質 の 研 究 〔翠XXVり

'
馬 鈴 署 減 粉 のETythroTIOrptrの 製 造 と分 散 度(421).l

SamecM・u・KロopL・ 植 物 體膠 質.の研 究 .CXXXxrll〕

ア ミ卩一 ゼの 粒 子の.大 い さ及醋 酸 牝,Hilzespaltmn自

一(丈.献 集)一
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.及熱 兆 の際.の分 割 生 成 體(4跚).. .

Samec¥t.a]Fouler.紘 ・械 物 膿 響 質 の 研 究 〔XXXVロD

.R6s[ .糊 精3働4).

Konoi己 一Z.,..7..(1954),

S巳mec.M::u.i…udnnkuB.,・.・ 澱 粉 溶 液 を懿 に 引 く峯.(258〕 ・

1:0stMitxO.u.Huttu;G.F.。 メ タ ノ ー ル 分 哨犀の 臟 と

し て のZnO・CuU系 活 性 酸 化 物 〔LXXIV〕(285)・.

.K麒i1・R・ ・.wqm・hH… 活麟 碑 臨 購 勧 蹴

C聯e旦Hらu.翫hnしlder、 、,・A・・水 銀 の 光 効 梟1:繋 す 「る

9療 于 及 鄰}子 の 吸 管 の 彰 響.(樹)・

ileseK...高 縁 分・子 よh成 る;有機.爵然 物 宜0う形 態 及イヒ

(h69).

!Phys:・Re7・ べ45(19E9)・

R¢in皿n志L,W表 謝 に 於 け るKの 電 藏.(898}.

PIOC.Roy.sac.[A],145(1934).

TmnSindL畿:A'eachaIll匸;lC.P.,薄 膜 の 光 畢 的 研 究

て 〔rv〕(r7)・

・.NMkown?ZiPl.,液 憾 め侵 入 蓮 度 に俵 る懸 濁 柁 子 の.多

孔 性 の 決 定(280).

、!iyamotaS.,無 聾 覦E二 佐 る膠 質 溶 液 の製 遯(284),

Pau亘iN'au・FentP.・'血 瀋 ア.ルブ.ミ:・ンの瀞 透 歴'(288),畠

Cmguli_i.,膜 準 衡 の統 計的 謹 明 ・て3〔N),

』1"iahe「'F・lP・ド 眼球 水 畆體 の膨 潤(317).

Bras5K.u.Laロer+$.,・ ホ綿 劉㈱;{良 る.*.キ.シ:沼ピア ミ

ノデ.J`zj一#,ノ^ー の吸 收.(322).

PuchncrH.,土 墺 のAnshltlhangen..の 研 究(327,・

Ostw｢111`R'.,亘IE鰍on樋d,,の 概 念 に就 て 〔A30〕・

golloid-Z,,68=;(.1959)・

KahnW.,j}于 の 溶 液 中に 於 け る状 態 に就 τ(2).

・1Cremner.L.∴ 乳朔 化 過 秘 の機 橋 に 就 て(16).

1:rczicF..u.NcjrocfiH・ ・ 活 性 炭 の蒸 薫 固著 能 力 に就

て.〔v〕.(17>

IktlarewD..混 晶 の分 散 組 織(33冫 ・

.・.1駈n面 畭eビH,:』.'Wal且acL丿.・ ・逋過 し難 き.膜を逹 じて

擯 散 す る際 の二 次 的 翩 駿 アル ヵ 堊の皐 動(36).

(btwnid.W.wTrak矗V..槭 構 造 粘性 研 究 〔置〕.擁粹.

.及 鹽 顛 を含 め・.る色 欒 ゾ.ルの構 造 粘 性.〔42)・

Lio魅 いaS.N.,親 水 膠 質 に就 て.〔.1〕 膠 質 の濬 解 と

.彬 潤 の機 構 就 て(55) ・

Taakfi..';的.沈 槻 現 象 置;就て ・.沈澱 生 成 の 際 の 反

應 成 分 の 渡 廉 變 化 の 彰 饗'(60》.

可1忍n雄C,1蛋 白.質の 定 玳的 決 定 と.膠質牝 學(soy・

Lipelx::¥f.n..1.imskajasi・ ・濕 澄曳 隼 と浮 蝣 姻 韻 の物 煙 ,

」化學 に就 てて 囮 〕(82,・

舗d墓 ¢rTh..浮 瀞 撰繍 のre.理 篭二對 ず る寄興(89ン

』.皿o血atgb ●Che皿..♂64(.1939)・

13eutclE.巴..liutrelniggA.,砦 色吸 著 臭 業 に就 て(ii4).

NBtllie,1S3`(y934).

Smitenbl:rg.エ ドNi..監二佐 る水窯 の 吸 牧{872)・

.Natnrwise.bsz(董954)・

・、V題rbα顎90・,.酸 瓣 母:.{441.}・

〔の.}㎏ の 光 學 的 僵 骸(H5)・

Fcachetn&丁 由nstd4L・ ・薄 摸 の 研 究 〔[〕 脇 肪 酸 薄 膜

の 水 銀 に 對 す る性 質.(127》.

Evn=sR・c・ ・Kに 對 す るwの 原 作 用 蹴(ls5)・

管1;inclLf; ・∬・&1kinA・W,.金 屬 膜 め觸 媒 良旬恒躓 と構

・遁.〔 亅1〕1't.填 の 電 氣 的 性 質.(5bl} .

Ree,traVg,55'(19δ4)・

Bungenberg}{一 ・G.&、'..Linde..P,、.嵳 顧 菓膠 蘇Lこ 於 け る

㌧犠 雑 な る闘 孫 〔V〕(㎞hロ 露n'mucilageゾ ル のat]to-

colnl}】CN琵n¢culation(737)・

llu"genbeT: .IH.G・.Nv・[・it)de/P・ 。・.親媒 膠 質 系 に 於 け.る

画 雜 な る 閼 係 〔U〕sc)i]1-1iniinlCi旦aguゾ ル の.auto.一

complexfincculatinn及atlt・a,m
.plexfibiils.(747)・

Vtns.c「y£ ・S・W,・ 廖 質 に 於 け者 土 重 暦 の 漁 珊 し て

「(933)
.

.K
atz'J.R・&W'eid;nger..A・,所 謂 臻 囃 ス ペ 〃.ト ル を 痢1

す る搬 紛 試 晶 に 於 け る 多 像.(940)・

.Trans
.iFaτad試Soc。,150(.19S4)・

SC・1reakrnanJ・}塁 ・&St【ittE・ ・ 羊 毛 ケ.ラ.チ ン の 浦 定 曲 繧

〔539)、

.Henstoek狐
,:安,息 香 酸 曹 逮 ゲ ル ・ζ560).

Z.Etektrooherp.,40"9S4)・

HrekL"K=utSchukの 膨 潤 熟(456)・

1.c;tzl'i・ 、、㌦ド 酵 素 の 活 性 化1戯 て.(掲)・

v.1・"ngcnlnckW・ ・..有機 化 學.と 物 理 化 攣 と の 境 桟 と し

て の 酵 素 の 研 究(9So「)・

MeckcR.tt.Semera:]ClI;.、 赤 外 感 光 劑 の 侮 周 機 摶 に 就.

て(511,・

v.Slilllcrw.Jも'&Lt)wE・,不 働 現 象 の 理 牆 〔㎜ 〕 硫

酸 中 の 鐵 陽 極 に 於 け る 被 臈 不 働 と化 學 的 不 働 に 蕊 て

(570)・
　

V・MUlk,rW・J・ ・不 働 現 象 の理 論.〔瓣 〕',化攣 的 不働 と.

1糶 于 勸 解 釋(578)・

rZ.physi】L.Che皿.1【 ム】,・169(.1934)・

Tttni}iato"'skiW・ ・高 度 に 分散 せ る金 殪 粉 末 の 諏雌 銘

一 紋.獣集)一
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に就 て7〔 靂:〕l

DanlcBhle・{廴,.賭 粒子 間 の カを 考 灘 る審 合 の ㎞ 曾

mロi「 の 吸着 恒 温 式 の 袈 宮 性 に就 τ(i2a).

Ha㎜o.E:A:&saw.∫. .R.,澱 粉 とパ ン製 造 の 物 理 化1

攣 〔.Σ圃}澱 粉 粒 子 の 生 長 せ る 構 遣 を顕 数 鏡 下 で..St

帶 る樣 に す る.その 後 の猷 み(135)・

Katz.J・R・.し ・Woidin騨A・ ・同上 .〔Xlx〕 天 然澱 粉 類 「

のaspた.る 卩 ン ゴ.一毒 稀 薄 溶 液 よhの 色素 の 吸 着 に

$ET(143).

Qs踊14W・ ・Lア・5・rP恒・n現 象 の理 論(173)・

SieveAs「 勘W貰 ㎎唄H・ ・固盟 の 恥 のx..及v,吸

著 能 力(237)・'

¥VeLcrLI..u.Ste「 ㎏ ㎞P6,表 面 活性 度 快 定1とTranba

の法 則.の邇 用 範 団(241)・

KempcrAh吸 着 に 就 τ(275)・

%eaz・R:一u;..MilllerA...吸 瞥 媒及 腐 蝶 と しτ のchlaricrlc

foWe(297).

KntzJ・.R… 濃 粉.と'ξ.ン製 造 の物 理牝 學 〔XX〕.:一iを1

境 い て か ら古 くな る過 麗及 澱 紛穎 粒 の膨 潤 に抵抗 す

る捷 生長 した.構造 を持 つ に 至 る過 程 の減 粉 の 變 化 の

開 係(321),

Kay:」 ・R・ 腿・¥CeidingerA..,同 上.〔XX且 〕 糊 化 の最 初

窪警麟 懲 燃 農雛犠詫1
力及 可 溶 性 ア ミロー ゼ の量 の變 化 との 關係(339).

T』el洫s.A乙,Zeolilh.結 晶 べ の 水 の 撰 散,吸 管分 子 の蓮1

動 の 問題 に就r(4?5)・

Z:physik。 、Chem:【B】,26.・.(1954)・

Chrisliansen∫.A..LLW恥 π 」...1,iじ5eg節g現 象 の 研 究

〔1〕 」・A,Christiansビnの 理 論.(187).

水 素 の暴動(203).

Stranmanis.M・ ・金 樹 叢 氣 内.に於 け.る.金麗 結 晶 生成.〔 蜃〕

(246)・

め 形 購(8093)・ ・

Compt.read.,199(1934)・

M・ 一 』H・丶・・.S・h・m・ ・1…W・ 水 鰰 糴 靹1二 騨 分

.解 の 鮮 播 の 遽 度.(140)・

In己 ●・.Eng:・Chom◆ ド26.(1954)b

管T巳1C ・M・1naorsrt.&1【o鼬elH・q炭 素 の 爆 髄 度

凾(74A) .

1●・ムm・Che珥.Soe., ..58(1934)∵ ..

r,;ｫ0.K.&SickmanD.V.,低 壓 に 於 瞬 る二
、Diet6y亅

1二山grの 均 一 系.分 ・解 詈 一 分 子 反 慮 の 理.論 に 就 τ

(1444).

Vesper
.H.G.&R・ 】置efs・・G.K・,C靂,,と 脉・。m・t・i曲 ・。・・

methaMと の 光 化 學 天 斯 反 感
..(7455).,

SliinoharaK。&Kdpalrick.*f., ..12・1二俵 る;Cy;lineの 酸

化 の 動 ヵ 學 的 研 究(1466>.

IDIc1こin5{}nR,G.& 一CarricaJ。L確 虱 斯 状 .君e㎞ch注oτo・

l
rG鯲 τW忍 凅 騰 鋤 唹 け.る蝦 齣 孅 伽 レ

etLyleneの 光 に俵 る鹽 素 琶 換 及鹽 棄 を増 盛 剤 とせa

光 駿 化(1473),

工aMerV・K・&Granxpa皿 」・・Acetyl化 二Ilydm饕y二酸

の鹸 化 の動 力 擧(1492》.

Lccrmakcrs∫.A.,五 斯 胱Acetaldehアde.'の 連鎮 光 分 解

(1531).

+%SmoltarodH .M,,原 于 朕 水 素 の 再結 合 の 璃 魔(1542)・

Lind&C.&LM㎎ 旨10r乙R..Acetp皇 ¢鵬 の光 化 學重 合

(1550)・

J.Cllem,Soo●,(且9347)・ .
●

菅H巴 「zfet`IL〈 ・F.u .Ckpept}LL「 トM騨M・ ・1'dL二 黼 せ.る1

　

1∫unge「sJ・C・&Tayl町H6Sっ 水 銀 を墳 感 劑 とせ るIDcu・ ・

化 學 壷 力 學1

CompCrend:,198(1934):

寓hwφR・1固 韆 爆 璽 勃 の 煤 鱗 速 度 に 就 τ(]AAA}・.

Michel・LBvyA.et.'漁 ロourしH・ ・illianpymtechni<.の 實

F.llisC.r..ア セ ナ レ ン と沃 素 周 の 表 面 反 感f(726)
..

J;ChemaBhye:,,z.ps3a).

Gou葦d・ 志 丿白BlcakceyW・.
、&'TaylorH.:S.,H=及D2

の 相 互 關 係(388).

lcroammoniuの 光 分 解:.卩(37:3).

R'ynm-Jonow,.F.KっDwtcriumを$U酸 鹽基 颶 皇

(381)・

Iluntigton-H,.B・ 衡 突 の 活 性 化 ニ ネ ル ギー の意 義 」

(441),

Tcrenin《.有 機 金屬 化 合 物 の 蒸 無 の光 分 解 暖441)・

Nsta了e,155(1434).

の性質に無鬩係なら「♪(2091)・ 化 に於 ける酵」稜屑媒隼用(7飾).」

Guilluし}1'・ ・宣 硝 干 に 生 中 る 虹 ・;重 炭 酸 擁 の 溶 濱 の 捌 喝iHi随hdw・ ・己C.N・ ・.IVilliamx。na .T・4,IYnlfeoden..r:

都に於てCaC{、..の 律助的沈澱による リゼがン・グ燈.りH".酸 鏑;と重水素 との 反磨(鴎 のL

嶮綴 に儲 駒 鼓黝 黷 騒 筋 周圃の漸1伽 噸 お・1.}1・緬.玉酬 呻 翫 飜 の伽.

の

、

、

一(:文 .瞬細 一一
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N6rr輪 塾.R.G.W,,

學(837>

著 者 無 し,耗 皐 反 慮 に於 け る ニ ネ ル ギr開 係(920)・

Melvil .leH・w唾 水 素 の 飃 動 力 學(947)・

尺idealE.に,生 物 學 的.戸tbecssに 於 け る化 學 反 應 の

速 度.(99Q)・

N晦rwiss., .za(1954)・

M臨n5触1.G,&1'lflrvatliGり,.細 胞 呼 吸 に對 す るチ ロ+

シ ンめ 接 厨作 用(⑬ り・

)1cycthgfO・.&L画mannl㍉ 負 實 熟 駄 を持 つ 自由 的

酵 耋陸5}解(452)陰

Rec.鵬V卜55(19S4)・

vanLiemptJ・A・M・ ロ・Vrie【KlJ・A:de・ ・CS2-NO混

.合 物 の爆.螢 に閲 す る研 究(7aの.

WatcnrtanH,L,Clattsen玉F.&↑"}iCtmrsA・ 」。.硅

藻 土 を権 體 とせ る.Ni觸 媒 の存 在 に 於 τ ナ フヌ レ ン

の 高 幣 下 に於 け る水 素 添 加(821').

vanLibmptJ.A.M.u.、 アrLnd∫.A。,マ グ ネ シウ ム光

」こ關 す る研 究(839).
.
Kissu・Bossan)'1・ 濃 厚 潮 液1=於 け る イオ シ反 啀 に對 す

る中性 鹽 の作 用(903).

{)liサ始SLC・J・etWeber真 ・Ph・,Substratの 構 造 と加

水 分 解 に於 け るOH,闘 媒 能 に對 す る その敏 感 度 間

の 闘 係.(869),

o】iりer.s・CJ・g加 水分 解 に於 け るoHFの 觸 媒 能 に對

す る溶 媒 の性 質 め影 響(891)・
　

vanLienppt.∫ ・A・M・u・4c.VTicnd・Zr光 に 鞨 す る 研

ヨ霞:(895)・ ●
.

Oli・e・S・.qJ・ ・t"'eber/A・1'h・ 加 紛 解s;NVる

It+,q}rの 敏 感 度 に 欝 す るSXチ ル の 構 造 の 影 響

(809)・

thrans..Falaメ 己,.SO6.950(1954)・
.
'KarekarN」V&撫 しe匪A・M・,凝 固 の 助 力 學(493)・

Po置anyi.M・&s認 加A・L・ ・ 加 水 分 解 の 農 構 ・A皿)'i

Acctateの ナ ル カ リ鹸 化(508).

ラFrO山 嘩撃rL&11alan)'i1 .1.,.
.高 速 與 虱 斯 反 感 速 度 測 定

に 對 す る 薪 し い 方 法(blo・)・

ア 七 トン の吸 牧 ス・く.クトル と光 化1ル カ リ性 溶 液 に.於け るHO.の 光 吸4!ci..就 て(16):

i,riRi[h .R,.Or&、lc%nonuA.,xro,とItr.及CI2

との 反 慮(530).

(冶urロxn.P・.C..A9鹽 原.pg++.+の 存 在i:於 け る(Nユ{●}2

S.(為.の 自 働 酸 化(566),

Z.a加r9・{恥em,,rzia(1934;)・

B爬digGりL幽1皿 ロnrLH.L.u.1:uhu-KarlszuhcW.,ア

睡 岨 ・A1・b・旺 ・鳳 鰓 鰹 、して齢 覊
を用 ひ た る硫 酸 生成 に對 す る壓 の 影 響(111ン

Jsnderw・.n.H。ffmanr:., .高温度il二於41.る 固 態 の 反 態

〔g〕 酸 化 カル シ ウtと 二 酸化 珪 妻 の 反 應(217).

Z.Elektrochem.,40(1934).

MSxLbeckk・ ・固體 の反 嘩能 力 に就 で 〔1〕 綜 蛻(378>

r・nhocffcrli・F.・ 簡 單 な る有 機 船 物 の亮 化學 .(425),

Sih.nロCO一..グ ラ フア イ トの 酸 化 に 於 け δ 初窮 反 磨

(4as).

Rieoiid,crq・ ・蟻 酸蒸 無 のC臓 一Au混 晶 に依 る接 溺 分 解

(i87).

KlemeロC'㍉W㏄k壽b巳 礁R・4¥PagnerG.,?AOｰCの 均

一 氣 相 に 於T行 は れ る反 慮(㌔0・=CO
・+G.Dicar-

Congasの 二 三 の 性質(488).

Schmidt(,・ ・天 斯 及i盗瓢(殊 に有 機 性 の)め 働 遘渡 ア ル

ヵ リィ オ ンに 對 す る舉 動(9A8').

Lmg巳 τtl.1・,有 優 分 子 の 反懸 幄過 に對 す る溶 液 の 影響

に就 てL(999).

"Pisch6eckb .,VeundcubelL.ロ.S創zし 【F.。 結 贔 類 の

反 懸 能 力(517)・

Sachsseli.,常 磁 性 體 に よ る パ ラ水 素 億 移 の 磁 氣 能 率

及 び 作用 面 積 決 定へ の慮 瑚(δ31),

TLd[F...酸 化 及 蓮 元 劑 に よ るFeの 溶 解 遮 度 の 諭 大

(336).

1)obyschinD.1'.u. ..Fπ蹴A,..高 度 に分 散 せ る金 屬

[ に於 け る.NH3のer成(JSU)..Plclenex'S.A.u.R酪mじW,N.,電 解 の 第 二次 反 應 へ の

化學 動 力 學 の 法 則 の 應 用 に 就 τ

12,phyaik,Chem.[A7,lss(1634)
1/itih.K.IL, .Gnnizznrn反 應(特 にFuτfumld凸hy叱1の}
1

の 擾 構(41)・

iSlrassen1[.Z,觸 媒 に依 る ニ チ レ ンの 水 素 添 加 の 動 力

學(8:)・

1・M・.・1・y・・1仙gh6LA,.K聖 。rR.・.1跳 凋1、。・飽 出 重

水 に 於 け るhluttleの 變 旋 光 の動 力 學(」13>1

。,・・K・.、H原 子 。 依 るH,・,の 頒(161).

.Sk「abalA..glockmair、 い ・Scl1祀in而 莅 飴 ア ル

.デ ヒ ドの 加 永 分 解 滷 度 に 就 τ(177) .

、、'じberti・1外 物 添 加 凸こ佐 るE〔ler.反 應 揶 制 .(229)・

Y.rbastedJ,瓦 『 ドid矗ol隅A.L.u.De1も ㎝coλ..m・

Kresul.に 於 け るNilramid觸 蝶 反 應:.(879)・

・Fubr皿anoN: .志u・1くb[lgen.Hり 炭 粉 及 儀 粉 と耳 斯 と

一(女 献 無)一
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の 混 合 物 の 遖 搬 埠 襞 の 方 法 と温 度.(388)

Hellstrdm.N・ ・M。 τ腿ptid。9τUPPGの 反Cri.f能 力(4】ti)・

Z.phyeik.Chem.〔B],.26(193q)・

`:antherP,:u.〔 冫・hnG.,イ オ ソ に 侠 る 五 斯 反 應 誘 起(8}・

Fe苴dmannP.1犀.JlemA"'・ ロNン 化a,の 光 分 解 に

.就 て(45).

1Snuer{3"反 麒 速 度 測 定 に 對 す る光 電 光 度 計(7D・

Cae6n.,..U.lfay11.w.・ 麺 度 に 乾 燥 せ るco.の 光 分

籌寧;F龍iこ 就 τ(茸!8)。

實験方法,裝 置,無 機化
麒,金 相學,分 析化璽等

,[audingerlL,1'ulyoxymc、 脚 。闘 。 、 旧 ・糊1

.貰 絵 に對 す る意 見(948)・

1"alomaa¥i・H… 掴kk・1・V◆ ・ニ ー テ ル襟 化 合 物 の 研 「U㎏ 瞞,・C・E.&¥hlkinT.,長 鎮 化 合 物1こ於 け る髪 換 .

Beτ,Dtachohem.Ges.,67(1934),

Hirckcゆach1.一LGauheanF濃 厚 硫 醒 に 於 け .る沃 素

に よ.る 硫 酸 金 周 驪 の 分 解 に 就 τ 〔駆 〕榔 ¢巳■d`,halog⑳

の 知 識.・(97i)・

IhedmlrageuK。u.CadenbachC..遊 靉 弗 素 に よ る 有 機

物 の 弗 素 化(92S)・

Nes嘩jan【 ・wA.n.u.Po㌔ マchl】 ・S・・有 機 水 銀 化 合 物 の

研 究 〔ix〕・2ア ヅ酷 酸 工xテ ル とligCl:と り 反 應:

に 就 で(971)。

ilauerI1.n.Bロr5chkicsK..1:eの2・3の 有 機 化 合 物

に 就 τ(10{1)・

1.uumgartvnP・ ・鴫 と硫 酸 鹽 水 溶 液 と の 反 慮 に 於 け.る

雑 性.韓 鹽 の 生 成 に 就 て(1100),

tichRanR.u.(:icwH.,niVrnalninに 就 τ(1108).

RoyeL.・Cnの 滴 是 法 的 決 定(1119).

究 こ団〕A且Ayl-acyl-formafeの 加 水分 解(94!り ・

N'eiし2它.u.Cruhrotk.r:...一 烈 基,多 鹽 基及 弧 複 一鹽

墓 酸 に就 τ 〔1〕 ア セ トン水溶 液 に於 け るア ル カ リ

及 ア ン 辛 昌 ウ ゐ鹽 の 溶 解 度(]0&i)・

WeitzL.u.6Ur+lcrE.1一 鹽 基,多 鹽 基,重 復 一 鹽基

酸 に雜 τ 〔■〕_鹽 墓 酸 驪 と電 霞_鹽 墓 酸 との 混 品

生 成(1092)・

1げ るlbca駈5a璽ion(2164)喞

Comet,read.,199.(1934)

Amicl).,第 一 ア ミ ン とCu(Clo5)皇 との 二 喜 の 醋 仕 合

物 の 製 法 と.爆 装 溢 度(螽 】),

F'al置`rtM』'Fe-P吐 合 金 コ キ5」 一 リ鮎 と能 牽(128).

猟,saner尽 ・匿天 然 水 中 の ア ル カ リ金 疑 の 研 究(131ン

6uichrLrdM.,.漣 度 に よ り規 則 正 し く墾 化 す る所 の?ftIh

變 化 に よ る 化 學 系 の 研 究 に 就 て(138)・

AreodヒE…Znの 内 喬匡自与腐 饐(ia_)●

BassetJ..炭 素 総 品 の 高 壓 下 に 於 け ろ 試 驗 的 製 法.(149).

IndLEng・Chemら,26(1954)・

HnrdC.D・&FilersL・K。 ・1「yroly5i5の 研 究(775ン

Ind.Eng.Chem.(Anal.Ed.),sgsaa).

Corson,,・U・ ・ ア ル 費 一 ル の 接 觸 的 風 水 作 用 に 對 す る

定蝿淀供 給 ピ コ・レ ッ ト及 装 置(297).

J,9m,Chem.Soc.,560934).

¥luencLO.II.,BedfordCMolite中 のPb及Urの 分 析

(1536).

Wohhnmx.J.&Fし:ncelius¥V・(:・,ア ル カ リ金 簡 の 啻

色 水 溶 液(】551)・

J・chin.phys.,31(1939)・

1bnotA・ ・ プ ロ テ イ ド の 構 造 に 關 す ろ 研 究(383)・

1.ombardV・e巳Eidmcr(為 水 素 變 種 にRET,P己 を 通

i じ て 嶺 散 さ せ る こ と に よn分 離 す る 法(396)
・

LChem.Soe.,(1834).

Autli・r(ord.,週 期 律 及 其 解 釋 ・ メ ン デ レー7百 年 祭

1 講 演(635)
・

AnmiLJ・ 達Y1」ilip 、1・c・9(一 鹽 基 酸 一 ア ル カ.り 土 金

1馬 鹽 一 水)型 の 系 に 於 け る酸 性 劉(658)・

〔a〕'f'riglyceridceのX縹 及 熱 的 研 突(66〔 り・

.J
・Phys.Chem.,38(1934:)・

SpageiM・E・ 愚Clnrk工--.,硝 子 の 研 究 〔B〕(Bρ ゴ

Na2B・07)暗 子 の 霓 氣 傳 導 度(穂3).

Kolloi"一Z.,68(1934),

i.。myI.1.u.¥'ickli.,.衷 斯 洗 漁 瓶 に 依 る.化 學 的 霧 の 吸

收(22)・

YicscLT.,有 機 化 學 者 の 責 用 とな る分 子融 點 降 下 法 にINature,133(1934),

よる徴量齷}子 量決定法に對する溶媒(1Uろ)・コ
o・mpt..re血a..198(1954)・

Forti留A,,;:管 中 の 液 の 水 凖 面 の 寫 眞 的 決 定 に よ る腿 力

の 測 定 に就 τ(2142)・

Hu[ロbei}{.,絡 品 粉 末 の 分析 及X線 及 了纏 分 光術 に於

M聒:illillant・ ・ 昌 ツ ケ ル 線 を便 用 せ るPiraniliaugcnに

及 ほ'す 磁 氣 効 果(83】)・

¥icKcehanLWり 均 一 磁 場 用 のGnugnin」HemhnlU(z)

coil(832).

Robcrtsonc.J.&UIJL;wJ.w`u.,異 性 溏 類 の 天 然

一(夊 ,獄、集)一
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的 内部 轄 化(870)・

rn,natndL.,重 水 の大 鰥 逶.L(872)・

J劬ors.yよR.,光 電 池 に佐 る電 流 計 場 輛 』.(STn).

タ・卜r眄D・R・.c・・分 光 學 的 純粹 物 質 ・<880>

岩者 無.し,熱 イ オ ン管(88S).

K眦 【ei.凡.袋.Sim`}n=F:、 嘘氣 法 に依 る最 低温 度 を得 る法 芒

(soy).

著 者 無 し,.壓 力 下 に 於 け る耗 學合 成.(X317)・

MenshutkinP.x・,メ ンデ レ・一.フ遏 期 凖 の 歴 吏∴(94G)6

叢濫 欝::轡生　嫐
廠h耳

.F.,HiedemamE.o.HoeacLR.li.,石 英 の ー

㎜ 度 め.一 菊 濃1定 法(4&i)・

P聿1il・1甌lag;,【6】 見71ピ(1939)」 』.

iioustonn..R..Ar分 光 計 を用 ひ.た る 比 色 法.4G1籠gow大

學 に 於.け.る.物 理 光 學 の 講 演}(1047).

Phys.Rev.,45(ias4).

SmyHreRb・R.,、Rnmbwgh・L..H.&.1Vest・S.S.iR度 大

な る質 量 ス ベ ク ト 卩 メ ー タ ー(724)..

Phyelk.Z.,33(1934)

・'onStcinwehr-H・.u.tichnlze.、.,6眞 ㌶ の 蔦 移 に 軌 て

(38iJ・ 冒

Sヒnlla・65竃.z工.隈 い 管.に 於 け る 水 銀 の 毛 管 降 下.に 就 τ

(1W).

Wil`leK.廻 繭 光 に依 る濾 光 極 の畢 色 化:(jQり ・

Pmc.Roy.Soe.[A],195(]934).

¥Vynn一¥¥'ilHamsC.1こ ・・.蛻敏 な るr.亞助:顎叢毛号安 定 發 置』

(蜘)・

tivke5C.・E鴨 恥 ・H・・Fe一一v・合 金 の 物 理 的性 質 に於 け

る二 三 の 特 異 性(:i29)・

Reo.tτaマ1う.53(134)・.

vanLi¢1叩LJ・.A・M"再 結 晶及 冷繊 加 工金 屬 に於 け る

回復 現 象 に 對 す ・る加熱 時 廚 の彰 響(9郵>

Bev.Soi. .L蹴 τ,,5.(1834)・

¥Vhite..W.r.;.熟 覚 對 の.referenceleml夏eran㍑5・ 特 に測a

熟 に於 で(269)・

WhiteW・P・,空 氣 の壓 力 に佐 る 水 の循 撰 装 置 、(275).

M跏 ロD.W」,碗 于細 工 用隻 整(277)・

linddv』.・..颶 加 熱 式 水畢 凝 結 ボ.ンプ'(2i8)・.

Ostexberg:.宜.&(海,ks・n鯛 」;二W;,高 掻動 の.e=ゾ 電 無 ・

的 安 定 化(2s1)・

(IVerbeck..、 丶7.P.達¥[cyer.r」 、,,Ionizationga腿gcの.

i騨 舳 の 黝("8>.

{Uistad..M.&¥7tlliameJ.Hり7567管 を 用 ひ た安 定 直.

1流 」曾幅 詐(28白)・.

1… ・1,.a.&Sh・ ・.咄.・ 恒搬 直硫モー ・噺
.箚装 置..(?92).

WりodL.A.,Rlockiu6・Layer光 電i也 に對 す る;示差廼1路

(295)・

EIIwuul¥V:.B.,高 座 眞 空 中 用 の新 ら しいB4且 蹴icG蝉.

1・ 鋤。蹠,(300>」o

Trans.Farad,Son.,30(1934).

禁躍 磁 蟄鑢1噺 鯛
H匸1㎞ ζ【W・ 竃1・G皿ndmamIV・,KCN及Na2§ に 佐 る 霜

金 盾 イ 才 ン の 直 接 電 位 差 計 的 決 定(1),、

K隠 鸚F:a・ ・`)etroerC:,."Perver6indungen".化 擧 へ の

.寄 興 〔肛〕 種kの"1'ervei.hindungen"の 區 別 に 就 て

(21).

NemilowW・A・ ・nとCrの 合 金 に 就 て(33)≒ ・

¥VinkkrJ・ ・.L:r,;CLI.に 含 ま れ たZnの 定 量 的 分 光 學 ・

的 謹 明(95)・,

IiveLleweiv--.・Fe一`1・ 、广3成 分 系 強 磁 性 合 金 の 性 茸 に

就 て==R・SlbxmerのX粽 的 構 造 研 究(65).三

.JanikisJ・ ・ ア ン モ ニ ウ ム の 亞 セ レ ン酸 鹽.に 就 て.(89)・

F[oRmnnmJ:,.ア ル カ.リ ー 重 土, 、及 硼 酸 ア ル か リ碕 于 の

β・T顔 料 の原 .因(1S9)・

6㎝ 瓢h1A・u・ 翫h制k篁 ■皿1:nH・,見 掛 け 上 の混 晶 に 就 て

〔1〕(1;;9)・

1:ruecL乙川Dwλ ・・ 聖 メ ンチ ト.の分 解 に 封 する.加壓 の響

影 〔146)・

St冊cとerW・ 乢Oxe雌 旧u・ ・Cゆ 醋 聾 に ア ジ ド基の 導 入

に就 τ(751)・

1弓'翼d曙nho9轄n1ド1・弗 化:..'k素の 物 理.化 學 的 測 定 〔.田)

(187),:

F'mdholmil・ ・水 溶 液 に 於 け る.アンモ 昌 ア に對 す るM暮

T7ン の 舉 動 貳 頁〕 晦 臨 の ア%E_ア 性 溶 液 の

II3N一 蒋 氣 壓 の 決 定 、(169).

2HaitmennH.,Froehlic[騒H..J.帳EberLFらSら.Ca・ の 一

緇 騙竃化 物 及"一T..Hカoリ土 金 爵 の イ喧 ド.に就 τ(181)。

HarimannH,u.Fr㏄hlicb.H..」,,CaOの ア.ゾ化(190)・

'「Lilo,:
.二 種 炭 素 灰 の分 析 結 梨 に就 て(soy.>r

著 者 無 し.國 際 化 學 協 會 簾 子俄 委艮曾 の 第4報 告.よ..5

(324).

Z.Elekeroohem.,_40(rear).
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SchnurmannR.,重 永に 關 す る=三 の 貴 驗(36u1)・

Ilerteli銅 有 機 化畢 に於 け る物理 化學 的 罔 題(405)・

UlmannMl,持 に高 度輩 合體 に於 け る分 子 量 渓 定 の 一

新 方 法.(4L1)・

c窒蹣驫難 難鵠鵬膿 壽糊己

}}nnh・clleiK・F・,IE水 素 に 關 す る貰 臉(Leo)・

r;epzL.u.SternitzkellozelA.u.HnfmwuU::黙瓢 器 藁.
F

錆)(suf.

」甲齟E.,馬qsとNa20う しはHsOよ りな る二 元系.1

磆 干 の變 移 領 域 の温 度6狽 冫

}lerrfeld焦 恃 許権 に 於 け る物 埋 化 學 の待 殊 地 位(δ41)鹽

TronstadL乢1洫 鵬 工,水 中 の墳 水 の電 解 濃 縮 に就 τ

(558).

㎞ 」ロiA・・Cd'Li合 金 に 就 て(565)。

i
Gm恥c:.u.VosskilLter1.1・.二 元 合 金 の 電 氣 傳 導 度 と.

撒 讐諡 至ll雪鶸鴛灘 蹂1
態圏 ⑳Lm系(59・ り.1

■

コ
;Z・.Phy8ik.89ぐ1934)・

1)PTpl]1㍉ ゲ リ ーズ を 用 ひ ざ る高 度 眞 空 用金 周辞 に就

τ(14P・)・

.1)tiraしlF・・ グ リズ を川 ひ ざ る高 度 眞 空 用金 屬 封 じ及 接

・認 こ幾 鳥 撒 賊 。性飜 。威

E(152)・

醜盤飜蕊1難
IIuta"'1aclliewZ鹽C・ 冒 過 飽 和 溶 液 よbNa.P,r結 晶 の 析

出 監こ就 「〔 〔紅〕(186)・

TII囘A.LLGrdgP.,指 示 藥 め 系続 的 知 識 〔皿 〕牛 償

階 段 と限界 朗 隷 決 定 の 閥接 法(193)・

Oelan【lerム 叫Tl・".イ 淦 の 電 氣{ヒ學 的 研 究(260).

¥lehlIV.,¥'inrlbromideの 鋤 理 的性 質(312)・

Z.phy8ik.Chem.【B],.26(1954)・
.l
l配91ebG・,毘 卜 口・有 機 化 合 物 の 分 干化 合 物 の理 論 に

就 τ(63)・

Pol鹽lnndF.・,任 意 の 低 温 用 の 便 利 な るX線 眞空 カ メ ラ

(螂)・ ・
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